
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 学校の再スタートから３週間目となりました。教室や運動場で子どもたちの様子を見る

と、どの場面でも楽しく一生懸命に勉強したり遊んだりしており、こちらも清々しい気持

ちになります。また、３密対策や新しい生活様式等を取り入れ、今後の行事等を計画して

いるところです。子どもたちが学校にくることが当たり前の毎日をありがたく感じると同

時に、感染への対策を講じながら教育活動を進めていきます。 

 ６月は衣替え、入梅、夏至と季節の節目が続きます。一日の気温差が大きく衣服の調節

や体調管理も難しい時季となります。健康の土台は「バランスのよい食事」「適度な運動」

「質の良い睡眠」と言われます。早寝早起を習慣づけ、しっかり朝ごはんを食べる時間の

確保も大事です。気持よく元気に過ごせる一日のスタートのため、ぜひご家庭でのご指導

をよろしくお願いいたします。 

      

 
 １年生と２年生が一緒に
学校探検を行いました。これ
は１年生には早く学校にな
じみ安心して生活するため
のもので、２年生にとってはお兄ちゃんお姉ちゃんとして活躍する場です。本校分校と
もに、かわいい先輩後輩が楽しく校内を探検しました。 

 

 
 大島分校では毎年磯の日の時期に合わせ、
磯遊びを行っています。「遊び」とはいえ、分
校の子どもたちの実力はすごいんです。今年
も短い時間でたくさんのウニが取れました。 

 

 
昨年度末に大島分校の新校舎増築が完了し、８名の子どもたちが新しい教室で学習し

ています。また、これをきっかけに昭和初期ごろの学校の写真を見つけました。小値賀・
大島以外にも斑、薮路木、野崎、船森、納島、六島にも分教場とよばれる立派な校舎があ
ったようです。分教場については学校ホームページ内「ギャラリー」に掲載しています
のでぜひご覧ください。 

「島から日本一楽しい学校を」 令和 2 年５月２７日 第３号 校長 重村誠一郎 

【学校探検】 

【分校新校舎と、本校分校の昔の校舎】 

【分校磯遊び】 

大島分校（左側が増設校舎） 大島分教場（昭和初期ごろ） 小値賀小（昭和初期ごろ） ホームページ 
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 ◇◇ ６月の行事予定 ◇◇ 
月 日 曜 本  校 大島分校 

６ 

１ 月 
少年の日（６年生公報活動）、 

体重測定（高） 
 

2 火 ALT 来校 ALT 来校 

３ 水 
全校朝会、小値賀の海学習（４年）、 

委員会活動 
少年の日活動 

４ 木 知能検査（２・５年） 知能検査（２・５年）、委員会活動 

５ 金 
暗唱タイム、給食費集金日、 

体重測定（4 年） 
読み聞かせ 

８ 月 
小値賀の海学習（４年 テングサとり）、 

体重測定（２・３年） 

全国歯磨き大会（５・６年） 

10 水 
フッ化物洗口、ALT 来校、眼科検診、 

代表委員会 
 

11 木 小値賀の海学習（４年）  

12 金 歯ッピー集会 読み聞かせ 

15 月 
わかめ班顔合わせ、 

家庭学習週間（～２１日） 
安全点検、給食費集金日 

16 火 ALT 交流 ALT 来校、七夕かざり 

17 水 フッ化物洗口、クラブ活動、給食費集金日 児童集会 

18 木  クラブ活動 

19 金 児童集会、小中高一貫海浜清掃 読み聞かせ、小中高一貫海浜清掃 

22 月  全校朝会 

23 火 ALT 来校 授業参観、懇談会 

24 水 フッ化物洗口、授業参観・学級懇談  

25 木 給食費集金日 交通安全教室 

26 金 暗唱タイム、交通安全教室 読み聞かせ 

30 火 ALT 来校 ALT 来校 
 

【体育の授業等、運動時におけるマスクの着用について】 

スポーツ庁より、「運動を行う際にマスクを着用する場合、十分な呼吸ができなくな

るリスクや熱中症になるリスクが指摘されているため、学校の体育の授業におけるマス

クの着用は必要ありません（抜粋）」という内容の通知がきました。当然どんな活動を

するかなど場合によりますが、熱中症対策と並行して配慮していきたいと考えています。 
 

【歯と口の健康週間について】 

６月 4 日から「歯と口の健康週間」が始まります。フッ化物配合の歯磨き粉や歯科医

院でのフッ化物塗布などの普及により、子どもたちのむし歯「０」が夢ではない時代と

なりました。健康な口内環境は、子どもたちや私たちが高齢になってから「健康寿命」

として本当の力を発揮すると言われています。いつまでも自分の歯

で食べる人ほど身体も元気で過ごせるらしいのです。学校でも「歯

ッピー集会」を行い、意識を高めていきますので、ご家庭でも一生

の健康のために、歯磨きの仕方や間食の見直しなど、歯を大事にす

る気持ちを高める機会にしてはいかがでしょうか。 



 


